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研究成果の概要（和文）：これまでに類似したサービスがなく，技術革新などによって生まれたまったくの新サ
ービス（really new service; RNS）は過少評価され，受け入れられにくい。本研究では，まず，RNSに対する心
理的所有感（psychological ownership）を正確に捉えるために，日本語版心理的所有感尺度を開発した（研究
1）。加えて，RNSの利用を心的にシミュレーションする際に，与えられたRNSに関する情報の処理流暢性が及ぼ
す影響を検討した（研究2）。さらには，音楽ストリーミングサービスに対する心理的所有感やロイヤルティ
に，コントロール欲求の個人差が影響することも明らかになった（研究3）。

研究成果の概要（英文）：Really new services (RNSs), which have no similar services, are 
underestimated and difficult to be adopted. The present research developed a Japanese version of the
 Psychological Ownership Scale to accurately capture psychological ownership of RNS (Study 1).In 
addition, we examined the effect of processing fluency of information about RNS during mental 
simulation of RNS use (Study 2). Furthermore, we found that individual differences of desire for 
control influenced psychological ownership and loyalty for music streaming service (Study 3).

研究分野： 消費者心理学

キーワード： psychological ownership　really new service　fluency　deseire for control

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
新サービス（RNS）は過少評価され，受け入れられにくい。その要因として，そもそもサービスは無形性，変動
性，消滅性，不可分性と言った特徴を有し，知覚リスクが高いことに加え，RNSの場合，エピソード記憶や意味
記憶を十分に有していないことから不確実性が知覚され，コントロール感が得られにくいためであることが示唆
されるが，実証研究は未だ十分とは言えない。本研究は，RNSに対する心理的所有感の生起がサービスへの態度
をポジティブに変容させることを明らかにし，RNSの受容プロセスの解明に貢献するだけでなく，マーケティン
グなどの実務的示唆に富む知見の提供ができると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
新商品や新サービスは消費者に受け入れられにくく，しばしばマーケティングにおいて失敗

を招く。特に，類似したサービスがなく，技術革新などによって生まれたまったくの新サービス
（really new service; RNS）は過少評価され，受け入れられにくい。実際，RNS の成功率は 58%と
低いことがわかっている（Savas-Hall et al., 2021）。その要因として，そもそもサービスは無形性，
変動性，消滅性，不可分性と言った特徴を有し，知覚リスクが高いことに加え，RNS の場合，エ
ピソード記憶や意味記憶を十分に有していないことから不確実性が知覚され，コントロール感
が得られにくいためであることが示唆されるが，実証研究は未だ十分とは言えない。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では，RNS に対する心理的所有感（psychological ownership）が高まることで，RNS が

受容されることを想定し，そのプロセスを解明することを目的とした。まず，RNS に対する心
理的所有感（psychological ownership）を正確に捉えるために，日本語版心理的所有感尺度を開発
し，信頼性および妥当性を検討する（研究 1）。加えて，RNS の利用を心的にシミュレーション
する際に，与えられた RNS に関する情報の処理流暢性が RNS への態度や評価に及ぼす影響を検
討する（研究 2）。さらには，心理的所有感の根底にある動機として，コントロール欲求に着目
し，音楽配信サービスに対する心理的所有感の醸成にどのような影響を及ぼしているのかにつ
いて検証する（研究 3）。 
 
 
３．研究の方法 
【研究 1】 
当該研究は，研究 1（調査 1，調査 2，調査 3 を含む）と研究 2 で構成されていた。心理的所

有感尺度の日本語版（POS-J）を作成し、所有物（研究 1）と非所有物（研究 2）の心理的所有感
を測定することで，その信頼性と妥当性を検討した。具体的には、研究 1 では、Walasek et al. 
(2015) の尺度を日本語に翻訳した POS-J を作成し，その信頼性と妥当性を検討した。研究 2 で
は，非所有物に対する心理的所有感を測定する際にも，違和感なく使用できる尺度を開発するこ
とを目指した。そこで，研究 1 で作成した質問項目をリフレーズし，POS-J（No legal ownership 
version) を作成した。加えて，妥当性を確認するため，先行研究（Iseki & Kitagami, 2016; Peck et 
al., 2013）で頑健性が確認されている「触るイメージ」の効果に着目し，非所有物の画像を見て，
触れることを想像すると心理的所有感が高まるかを検討した。 
 
【研究 2】 
実験参加者は，処理流暢性が低い条件と処理流暢性が高い条件にランダムに割り当てられた。

処理流暢性が低い条件では，文字の色を薄くして影をつけた見にくいフォントを使用し，流暢性
が高い条件では，一般的な見やすいフォントを使用した。それぞれの条件で新サービス（RNS）
と既存サービスの内容を説明する文章を刺激として呈示し，そのサービスの利用を心的にシミ
ュレーションするよう求めた（Figure 1）。その後，態度，利用意図，サービス評価の項目につい
て回答するよう求めた。 

 
Figure 1. Stimuli used in Study 2 

 
【研究 3】 
調査は，音楽配信サービスである Spotify または Apple Music を週に 1 回以上利用する人を対

象に実施された。調査参加者は，音楽配信サービスに対する心理的所有感，ロイヤルティ，利用
頻度について評価するよう求められた。また，コントロール欲求の個人差を測定するために，コ
ントロール欲求尺度（Burger & Cooper，1979）を使用した。 
 



 
４．研究成果 
【研究 1】 
POS-J は，先行研究 (Walasek et al., 2015) と同様の 2 因子構造であり，高い信頼性も確認された
（Table 1）。また，妥当性についても概ね保証された。一方で，先行研究（e.g., Shu & Peck, 2011）
では，心理的所有感を抱いた対象について，金銭的価値を高く見積もることが明らかになってい
るが，研究1において，調査1と調査2の2度にわたり，金銭価値に関わる受取許容指標（WTA/MP），
支払意思指標（WTP/MP）および保有効果指標（WTA/WTP）と各因子との間には関連が見られ
なかった。この点については，古典的な保有効果を示した先行研究との手続きの相違や日本人の
自己批判傾向や集団主義といった文化差の影響が考えられ，さらなる慎重な検討が必要である。
これらの成果は，学術誌 PeerJ に掲載された（Iseki et al., 2022）。 

 

Table 1  Exploratory factor analysis and Cronbach's alpha of POS-J in Study 1 

Items Factor 1   Factor 2 

それは，私という人間の一部である。 .65     .05   

私は，自分のアイデンティティの一部をそれから得ている。 .77     .06   

それは，自分のアイデンティティの中心である。 .86     -.06   

それは，実際の自分となりたい自分とのギャップを埋める助けをしてくれる。 .57     .03   

それは，私が望むようなアイデンティティを獲得する助けをしてくれる。 .69     .12   

それと私には，たくさんの共通点がある。 .69     -.13   

私は，それを所有しているような気がする。 -.01     .82   

それは，私の所有物であるように感じる。 -.10     .97   

私は，それに対して高い所有権を有しているように感じる。 .09     .66   

Eigenvalue 4.32     1.57   

Contribution .34     .23   

α coefficient .86     .85   
Note. This scale is intended for use with owned objects. 
 
【研究 2】 
新サービスと既存サービスのどちらも，処理流暢性が高い条件より，処理流暢性が低い条件の

方が態度，利用意図，サービス評価の全てにおいて高かった。知覚リスクが伴う新サービスにお
いて，ベネフィットに注目してもらうためには，認知的努力を要することから，流暢性を低くし
た方が良いということが示唆された。 
これらの研究成果を論文にまとめ，学術誌に投稿するとともに，学会にて発表する予定である。 

 
【研究 3】  
サービスの利用頻度が低い場合に，Spotify と Apple Music で異なる結果のパターンが見られ

た。Apple Music では，コントロール欲求が高い人ほど心理的所有感も高くなるが，Spotify では
逆に心理的所有感が低くなることが示された（Figure 2）。Apple Music の利用者の多くは，iPhone
ユーザーであることが想定されるため，Apple が提供する他のサービスや製品との互換性も高く，
コントロール感が促進されやすいことが考えられる。したがって，コントロールの知覚に敏感な
コントロール欲求の高い人は，利用頻度が低くても，Apple Music を通じてコントロール感が促
進され，心理的所有感が醸成された可能性が考えられる。一方，Spotify では，利用頻度が低いと
コントロール感が促進されにくい何らかの要因があることが予想されるが，それが無料プラン
に起因するものではないことが示唆された。Spotify の特徴であるユーザーに合わせた豊富なプ
レイリストや優れたレコメンド機能は，利用頻度が低い場合にはそのメリットを享受しにくい
ことに加え，「自分で選ぶ」ことを好むコントロール欲求の高い人のニーズを満たしにくい可能
性も考えられる。これらの点について，今後，さらなる慎重な検討の必要がある。 
これらの研究成果は，マーケティングジャーナルに掲載が決定している（井関, 2023）。 



 

 
Figure 2. Results in Study 3 

Note. DFC = desire for control; PO = psychological ownership. －1SD represents 1SD below the mean. 
＋1SD represents 1SD above the mean. 
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